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	石鹸・洗浄剤による事故事例

今年２月に横浜市内の高校給食施設において、飲用水で洗浄剤による食中毒が発生しました。そこで、この概要と同様な石鹸・洗浄剤による事故事例をお知らせします。

発生年月　　平成１７年２月
発生場所　　横浜市    高校給食施設
概　　要　　野菜洗浄用の次亜塩素酸ナトリウム自動供給付の水道蛇口から、誤って飲用水用ポットに次亜塩素酸ナトリウムが入った水を注ぎ食堂内テーブルに置いた。生徒が飲用。発症者３名

№ 1 

H 4. 4

ウォーターピッチャーに次亜塩素酸ナトリウムが混入

東京都

  ファミレスで、Ａが飲用水容器の殺菌として次亜塩素酸ナトリウム溶液を入れたが、何も印をつけなかった。翌日、Ｂが確認せずに水と氷を入れて客に提供した。1,500mg/L検出　　　　 発症者２名
№ 2  

H 4.10

にぎり寿司セットに逆性石けんが混入

神戸市

  持ち帰り寿司屋で、アルバイトが寿司を握る際に使う「手水」に酢と間違えて消毒用の逆性石けんを補充した。酢と逆性石けんはいずれも10L入りのポリ容器に入っていた。　 　　 　 発症者13名
№ 3

H 5. 5

卓上の食用油に台所用合成洗剤が混入

長野県

  ホテルで、食用油と台所用洗剤の保管場所が近かった。料理長が不在で、従業員が鉄板焼き用の食用油さしに補充する際、誤って台所用合成洗剤を補充してしまった。共に18Ｌ缶。 　 発症者118名

№ 4

H 8. 4

白ワインにアルカリ性洗剤が混入

石川県

  飲食店で、オリジナルボトル(500ml)の酒石酸塩洗浄に使用したアルカリ洗剤をワイン瓶(1500ml)に詰めたと考えられた。それを、オリジナルボトルについで客に提供した。　   　　　　発症者６名

№ 5

H 8 .8

麦茶に逆性石けんが混入

横浜市

保育園で、小分けした麦茶が入ったヤカンを手洗い設備でフタをせずに流水で冷却した。ヤカンが浮き上がり、ヤカンの端が殺菌剤容器の下部を押したため、逆性石けんが混入した。　　 発症者１名

№ 6

H 9. 2

コーヒー、飲用水に食器洗浄機用洗浄剤が混入

広島県

　飲食店で、登山口で採水した水を洗浄剤容器と同じ場所に置いた。その後誤って洗浄剤を２Ｌのボトルに小分けし冷蔵庫に保管した。それをコーヒー及び飲用水に使用し、客に提供した。 発症者２名

№ 7

H10.2

燗酒に塩化ベンザルコニウムが混入

岩手県

  旅館で、塩化ベンザルコニウム希釈液（0.6％）を一升瓶に入れて、酒など保管する倉庫前置いた。パートが日本酒と思って調理室のテーブルに置いた。別のパートがこれを徳利に注いだ。発症者11名

№ 8

H14.2

梅ワインに次亜塩素酸ナトリウムが混入

三重県

　飲食店で、調理場内に置いてあった「梅ワイン」の空瓶に漂白剤を移し替えた。それを確認せずに誤って客に提供した。次亜塩素酸ナトリウム5,000mg/L検出。　　　　　　　　　　　　発症者１名
№ 9

H15.6

コールスローサラダに塩化ベンザルコニウムが混入

東京都

  惣菜製造業で、サラダを和える前にゴム手袋を塩化ベンザルコニウムで消毒したが、消毒後の水洗いが不十分であったため、サラダに塩化ベンザルコニウムが混入した。　　　　　　　　 発症者１名

№10

H16.2

小学校で給食の残ったご飯に粉石けんを使わせた

神戸市

　小学校で、教諭が給食で残ったご飯で、児童におにぎりを握らせた。その際、配膳台の引き出しにあったものを塩だと思って児童の手に振りかけたが、粉石けんであった。　　　　　　　 発症者４名

  この他に、平成11年３月には兵庫県の乳処理業で牛乳にアルカリ性洗浄剤の混入、同年４月に石川県の乳製品製造業でコーヒー牛乳に次亜塩素酸ナトリウムの混入事件などがあります。これら、石鹸・洗浄剤による事故は本当に単純な間違い・勘違いで発生しています。
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